























藤堂明保 『ki- と tsi- の混同は 18 世紀に始まる』（1960）：
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両者（ki- 類と tsi- 類）の混同が完全に普及して、今の北京語のような状態と
なったのは、大体嘉慶道光のころ、つまり 19 世紀の初めである。 
1. 2　 北京語の尖音団音は清代の前半（18 世紀中葉）までに統合が完了したと
いう説。
唐作藩 『汉语语音史教程』（2011：161-162）は以下の通り指摘している：








k（見）組的二等韻字在元代時產生了 -i- 介音，念為 kia- 等，三、四等字是念
為 kiɛ- 等（其 -i- 介音本就存在）。到了明代，它們的聲母變成了 tɕ。精組聲母中的







1743 年（乾隆癸亥年）に作られ、後序は 1830 年（道光庚寅年）烏扎拉氏文通に






























































































後に付された 「存之堂」 であると指摘している。この 「存之堂」 は、出版元の
名前のようだが、この本は元々写本であったため（後序には 「向無刻本，都係手






列している。例を挙げると（注音部分の転写は Möllendorff 1892 による）：






尖音 ci tshi 齊臍妻淒戚七緝葺砌漆蹙…… 原書総計 20 字。
団音 gi ki 及級岌汲己記紀忌奇寄畸羈騎幾饑肌麂基箕期幾
譏機僟吉髻技妓雞季冀亟極稽繼急計激姬給……
原書総計 94 字。
尖音 ji tsi 即鯽脊積績濟擠劑薺籍跡疾祭寂集稷編輯…… 原書総計 53 字。
団音 hi xi 奚蹊希稀唏喜嘻嬉熹系犧曦兮吸戲翕檄熙…… 原書総計 64 字。
尖音 si si 析皙晰蜥淅西昔惜夕徙息熄媳錫舄悉蟋犀撕洗細
習席膝襲璽棲……
原書総計 46 字。
団音 kiya khia 恰帢卡掐葜 原書総計 5 字。
尖音 ciya tshia 漢字無し 無し
〔16〕　中国文学研究　第三十九期
団音 giya kia 家嫁稼加嘉駕枷架茄迦袈賈價夾莢假葭甲戛佳黠
……
原書総計 44 字。
尖音 jiya tsia 漢字無し 無し。
団音 hiya xia 暇遐霞蝦峽狎洽轄瞎下夏匣狹…… 原書総計 25 字。
尖音 siya sia 斜 原書 1 字のみ。
説明：（1）満洲語の音韻体系は漢語と異なる。例えば、満洲語の k は漢語
の有気音（渓母）、g は漢語の無気音（見母）に相当する。（2）『清文啓蒙』
（1730）（宏文閣蔵板 27b）：「此 sit 在聯字首。念詩特西特俱可。單用仍念西特。」
と記載された。山崎（1994）「si の母音は弱化が起こることもあり、それが
「詩」 に近い音価とみなされる場合と考えられる。」 と指摘された。満洲語は恐























































































により、また 『奎章閣資料叢書 . 語學篇』（서울大學校奎章閣）を参考にして、
『老乞大』、『朴通事』 などの文献の影印本を選び、ハングルの注音により、近
代漢語の尖音団音の変化を論じる。


















華音啓蒙諺解 1883 年刊行 漢字はそれぞれハングルの注音がある



























































① kiŋ kja kjao khju ki ki khi
② kiŋ kja kjao khju ki ki khi
③ tsiŋ tsja tsjao tshju tsi tsi tshi
④ tsiŋ tsja tsjao tshju tsi tsi tshi

















① kjaŋ khjao hiŋ —－ hjuŋ kjə hjo
② － khjao hiŋ kiŋ hjuŋ kjə hjo
③ － — hiŋ kiŋ hjuŋ kjə hjo
④ tsjaŋ tshjao － － hjuŋ kjə hjo

















① kjən hja kin kja kjən kju kin
② kjən hja kin kja － kju kin
③ kjən hja kin kja － kju kin
④ kjən hja kin kja kjən kju kin


















① kin kjo hiu khi tshjən sjə sjao
② kin kjo hiu － tshjən sjə sjao
③ kin kjo hiu － tshjən sjə sjao
④ kin kjo hiu khi tshjən sjə sjao

















① sin tsiu tshjən tshiŋ － － siŋ
② sin tsiu tshjən － tshiŋ sjao －
③ sin tsiu tshjən － tshiŋ sjao －
④ sin tsiu tshjən tshiŋ － － siŋ

















① tsjə tshju tsin tsjaŋ tshjən － －
② tsjə tshju tsin tsjaŋ － tshi si
③ tsjə tshju tsin － － tshi si
④ tsjə tshju － tsjaŋ tshjən － －








ち、7 個は Ki- から TSi- に変化し、14 個はまだ Ki- を保っている。この後の
『重刊老乞大諺解』（1795）に出現した 23 個の団音字は、9 個は Ki- から TSi-に
清朝の北京語の尖音団音について （陳）　〔23〕















韻摂 漢字 華音 東音 『広韻』音韻地位
果 伽 khja ka 平 戈 羣 開 三
假 姐 tsjə tsjaə 上 馬 精 開 三
寫 sjə sja 去 禡 心 開 三
遇 且 tsju tsjə 平 魚 精 合 三
居 kju kə 平 魚 見 合 三
蟹 祭 tsi tsjəi 去 祭 精 開 三
鷄 ki kjəi 平 齊 見 開 四
效 焦 tsjao tsjo 平 宵 精 開 三
驕 kjao kjo 平 宵 見 開 三 B
流 酒 tsiu tsju 上 有 精 开 三
樛 kiu kju 平 幽 見 开 三 A
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咸 尖 tsjən tshjəm 平 鹽 精 開 三
夾 kja kjəp 入 洽 見 開 二
深 侵 tshin tshim 平 侵 清 開 三
急 ki kįp 入 緝 見 開 三 B
山 煎 tsjən tsjən 平 仙 精 开 三
潔 kjə kjəl 入 屑 見 開 四
臻 均 kjun kjun 平 諄 見 合 三 A
七 tshi tshil 入 質 清 開 三
宕 將 tsjaN tsjaŋ 平 陽 精 開 三
矍 kjo kak 入 藥 見 合 三
江 江 kjaN kaŋ 平 江 見 開 二
覺 kjo kak 入 覺 見 開 二
曾 兢 kiN kįŋ 平 蒸 見 開 三
即 tsi tsįk 入 職 精 開 三
梗 驚 kiŋ kjəŋ 平 庚 見 開 三
錫 si sjək 入 錫 心 開 四



















見 jiyan ʨian 1a
技 ji ʨi 1b
去 kioi khioi 2b
豈 ci ʦhi 1b
喜 hi xi 2b
行 hing xiƞ 2a
曉 hiyao xiao 3b
尖音
嚼 giyao kiao 24b
就 gio kio 2b
趣 kioi khioi 16a
齊 ci ʦhi 18a
細 si si 51a
心 sin sin 24a
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音的考證，筆者認為北京話團音腭化始於 18 世紀中葉，但至 18 世紀末，
清朝の北京語の尖音団音について （陳）　〔29〕
北京話大多數的尖團音字仍然有別，直到 19 世紀上半葉，北京話才完成尖
團音的合流。同時，作者強調《圓音正考》（1743） 對漢語語音學的重要價
値在於尖團音術語的理論創新，并非意味着當時北京話的尖團音合流。
関鍵詞：北京語　尖音　團音　《圓音正考》
